アメリカ経済史
4/30

プリント三枚配布
三角貿易(TRIANGULAR TRADE)

Newport→GOLDCOAST

P24～25

経済の急成長(l6)

Homestead(自家農場)

イギリスから制限されていた
植民地時代の貿易のシェアは14～16%(かなり高い)

西インド向けの輸出が四倍
→交易条件が改善されたため
貿易が多角化しているため植民地側も独立できるのでは？と思い始める
プリント左下(68)

砂糖精製所
各地の数
右側
ラム酒醸造
三枚目プリント
奴隷運搬船
→ポルトガルが多い(三万回)

465万人
スペイン、フランス、オランダ、アメリカ...

奴隷はどこに行ったか？
ブラジルが多い(400万人)

→スペイン領、
わかること
北米アメリカは少ない、?ほとんどは中米南米
sugar cultur-slabery

砂糖生産-奴隷制
なぜ砂糖が必要？
紅茶、和菓子、
奴隷の労働先
砂糖精製
コーヒー生産
家内労働
自分の意志によらない移動
→現在では難民
プリント(76)左
アメリカ産のたばこをイギリスがどれだけ輸入したか(ポンド-重さ)-上
農場出荷価格→最終消費地における製品価格-下
→値段が下がっているのはなぜ？
効率の改善、船のスピードなど
つまり植民地アメリカのたばこ生産
たばこ価格→傾向的に下落
↑生産性が上昇したから-

　　　　　　　　　　・(機械化-考えられない)

　　　　　　　　　　・▲労働強化
　　　　　　　　　　・○集配・輸送
　　　　　　　　　　　　　　→保管がよくなる、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　船の容量、スピード
　　　　　　　　　　　　　　　　パッケージ
教科書-P51

人工増加
　　自然増加＝出生数-死亡数
　　移民(移入民-移出民)

アメリカ経済の特徴
　植民地時代から人口増加が大きい
　　　寄与度は？
1974 Fosel & Engerman,

  Time sn the Cross(本ね)→南部農場の生産性高い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奴隷労働者の生産性が高いから
奴隷個人に「勤労の倫理」が埋め込まれていたとはいえない
奴隷の結婚について
家長はいた？
家長＝マスターではない
結婚したとしてもいつ、奥さんがマスターによって乱暴されるかもしれない
「賃金」
ボーナス
罰金
プランテーション経営者は経営に成功した
南部はやがて経済が困窮する
それは奴隷制を北部によって止めさせられたから
P45伝統的解釈の五つの命題
アメリカ経済の特徴
1)人口増加
2)賃金が高い(労働力が稀少である)

→だったら奴隷を使おう
米国北部の労働者
賃金
　　奴隷制
南北戦争----------解放
　　　　　　　シェアクロッピング制
　　　　　　　　財産処分(400万人)

　　　　　　　　→プランター
　　　　　　　　前奴隷、労働力の処分
　　　　　　　　前奴隷、本人に帰属
5/14

植民地時代のアメリカ
米とタバコが輸出向け一次産品
東部に大きいHope well

～たばこ～その肺への影響とは
タバコの栽培
tidewater

チェサピーク湾
1607　ジェームス・タウン
(1)～1680年代　永分期的成長
(2)1680～1710年代　停滞、横造変化
(3)1720～革命期　成長期
タバコはイギリス重商主義の保護(独占の商品)生産物
オランダ人を閉め出して独占した!

ヨーロッパの需要↔アメリカの供給　
　　　　　　　　　　　　　生産者、農地拡大、多くの人を雇う
コストの低下
(1)集配コスト→イギリス商人の取り分
(2)貿易リスクの減少(毛織物製品などの値段も下落=産業革命の準備)

(3)労働者一人当たりの産出あがる
(4)エサピーク型経営様式
Chesapeake system of husbandry 

労働力　自家労働力　
　　　　　　不自由労働力=年期奉公人←イギリス
　　　　　　　　　　　　　　　　　土の肥沃度保全
黒人奴隷へと変わる。
17世紀はイギリスでも革命などがあり出生率が下がっていく
→輸出賃金上がる→無理してアメリカにいくことないやん。=奉公人減少?

黒人1人=奉公人3人の割合
☆早婚であります(とまるわけない♪)☆
子供の労働力を使って黒人奴隷も使って・・・
晩婚にもなったさ
すると人口が減って社会形勢がよくなってまた早婚であります
繰り返す。。。
大プランター←→イギリス商人
　　　↓　　　　　　　タバコの消費　　下がる
過大債務　　　　タバコの価格　　下がる
地価上昇　奴隷価格上昇
タバコ単一生産
→複合農業(耕種+畜産)への転換
戦争によりヨーロッパとの連絡がなくなるとタバコ@産業は壊滅状態(アメリカでのタバコ消費だけだとたかがしれてる)

1790s　　　　　フランス革命+戦争
1806年　　  　ナポレオン大陸封鎖
1810-12年 　第二次米英戦争
植民地時代のタバコ貿易の大きさ
P20

1768-72年　貿易統計　
　　　　　　輸出　タバコ　　　　　　　　　756(4)ポンド
　　　　　　　　　　穀物(南部・中部)　　590ポンド
　　　　　　　　　　米　　　　　　　　　　　　305ポンド
タバコのしめる割合は三割!!

P122

都市に住む!

農村で余剰生産しないと養えない
イギリスの政策
植民地人の経済的欲求
5/21

1765年　印紙法
徴用をした
戦争の債務(後年負担)

イギリスの重商主義規制
本国と競合する産業は抑制(毛織物とか)

課税↓
外貨獲得に制限
印紙税-全ての取引
イギリスの意図
・課税によって負担をならす
　イギリス国民一人当たり負担↓
　アメリカ植民地人一人当たり負担↑
20c後半
アメリカが民主主義世界を防衛
　核の傘　　　　　NATO

　通常兵力      日米安保条約
革命に至る内互的要因
　人口と土地
　西インド(P25)

=新しい成長基盤
額面通りの公債の償還
課税、外交→連邦議会(P29)

公債
　所有者
　非所有者
アメリカ憲法の各州による批准
インフレーション要求=債務者、農民
　　　　　　　　　　　　　　→債権者(公債所有者)

紙幣が足りない
連邦制
連邦主義者(フェテ・ラリスト)

ハミルトン(工業立国)

↑政府←関税
アメリカ金融史
1791　第一合衆国銀行
      　 第二合衆国銀行　　1736年廃止
1913　連邦準備制度
経済発掘のための制度的環境の整備
財産権(個人)

州間通商規制権→連邦-大統領制、上院
5/28(プリント2枚)

P38

大西洋経済
↓
国内経済、アメリカ国民経済
米国からの輸出品(staple)→アメリカへの貿易黒字
輸出ベース(staple輸出によって創出される経済基盤)

産業連関によって国内経済に新しい発展の可能性
1790～1814　過渡期(P36)

帝政←→共和制
中継貿易(再輸出)

1807　Embargo Act

通商禁止法(アメリカとイギリスに摩擦)

1812-14年　米・英戦争
↓貿易下がる、国内経済上がる
輸入代替(工業化)P75

関税を財源にする
1816年　税収Ｔｏｔａｌ　47.7(mil)

                関税　　　　　36.3

公有地売却益(でかいプリント)

1837年
税収　計　　　　25(ミリオン)

関税　　　　　　11.2

公有地販売　　6.8

P60

綿花生産と輸出ベース
奴隷プランテーションの邸宅
南部地域は食料を自給できたか?

食料不足地域
　都市部
Ｇａｌｌｍａｎ「大プランテーションほど食糧自給傾向が強い」
州間通商(小さいプリント)

衣類、靴(綿製品)

綿光輸出の黒字
綿光商人
北東部　綿工業
西部　農業(小麦、豚肉、とうもろこし)+食品加工業
問題?

綿製品を作る労働者の賃金
1820-21年　イギリスの賃金=100

　　　　　　　　　アメリカの賃金
　　　　　不熟練　　　　　　　　　135

　　　　　家内メイド　　　　　　　149-224

          ミュール紡績工(綿)　106-137       

      　　綿紡績、女性　　　　 102-153

幼稚産業保護
↓(P75)

アメリカン・システム「アメリカ体制」
アメリカ型の製造業←→ヨーロッパ型
賃金の安いヨーロッパに対抗するために大量生産、機械、部品の規格化
6/4(プリント4枚配布)

プランター(=非資本主義的)

貴族的、非合理的、経営者として不明確
イギリス　産業革命後　綿工業のための綿花需要
　市況
　→出荷行動
　綿花価格上がれば耕作面積も上げる→生産上がる→価格下がる→耕地廃棄
奴隷飼育
→綿花では利益率低い
生産性　資本
　　　労働力-長い労働時間、労働強度
1820-30s　
 北部産業革命
男性→工場　賃金
女性→家庭
奴隷購入価格+衣食住×生涯年数+賃金部分
綿花+その他の農産物売上による利益×年数
6/11(プリント4枚配布)

奴隷制による綿花生産がアメリカ経済に有した意義を5点指摘しなさい。(出席ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!)

1.南部経済成長に寄与した
2.アメリカの貿易収支に黒字、それにより工業・・・
3.南部に富
4.綿花工業、綿花生産の競争
P54
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(本日の授業はひたすら英語の本のプリントを解説・・・)
西部
1893年　プリント
"1890年センサス""フロンティアの終わり"を宣言
アメリカの歴史とは偉大な西部の植民の歴史であった
無主の土地→既耕地
都会的生活←原始的経済社会
wildreness(原生自然)

代議政体
進化(evolution♪)のプロセスの繰り返し
西への拡張がとても大事
P58

公有地(政府の管轄する土地)

　・占拠者が先買いできる
6/25(プリント一枚配布)

アメリカの産業革命
Fogel.Robart W.

　　Railroads and American Economic Growth 1964
cpⅣ.Railroads and "Take-Off"Thesisi:The American Case

W.W Rostow,The stage of Economic Growth

　　　　　　　　　経済成長の諸段階
　　　　　　　　　伝統的社会　離陸への準備期間　離陸　成熟への助走　高度大衆消費社会の時代
take-off(産業革命)

　　イギリス　1783-1802

　　フランス　1830-1860

　　アメリカ　1843-1860

　　ドイツ　　 1850-1873

　　ロシア    1890-1914

この時期の主導的産業・・鉄道
spimdles in operation

　1830  　　191,052

　1831　　　12,46,703

　　　　　　　　(6.5倍)

鉄工業　鉄鋼業　銑鉄生産(革命期　35000トン)

1810　54,000トン　1820　70,000トン
1830年　192,000トン
・stoves,chaincables,mill and cross cut saws,spades & showels,wood screws,sickles,hammars,gimlets,brazier's roads,door locks,latches,surgical instrubments,knibes,razors,cut liry,Carpanter's tools,mask

(ﾟДﾟ)ﾊｧ?

wool 工場用消費
1810　40万ポンド
1830　1500万ポンド
カーペット　1810　9,984ヤード
　　　　　　　1834　1,147,500ヤード
紙　1820-1830　2倍
蒸気エンジン
　1805

　1820-30　359台
1830年　
　ピッツバーグ　100台/年
　シンシナティ　150台/年
　1840-1860年
レール/鉄全体　11.4%

石炭/レール生産　　5.97%

木材　　　0.39%

　
implications

×単一の技術革新
　　　　　　↑知識
河川、海運、有料道路、運河
→イギリスの国内市場を有機的に結合した
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!????

ハドソン川ー運河の場所?プリントね
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!????

圧倒的な公共投資
7/2(プリント三枚配布)

輸送費を下げる→物流の活発化
西部(未開発地域)の交易条件↑
差別を防ぐために、積極的に色々な対策を講ずる
・少数人種
・女性
産業革命　1820-40年
前　家内工業→市場
　　　家庭=衣類、パン焼
ジェンダー
既婚女性の労働参加率の推移について
7/9(プリント五枚配布)
南部と北部の違い
北部における女性労働
南部における奴隷労働
北部農業　女性労働力の生産性と男性労働力の生産性は同じくらい
Goldim&Sokoloff,

1,北部の奴隷農業者の数　0.30-0.35

　南部は　　　　　　　　　　　　0.58

2,北部急速工業化、南部農業優位
3,女性の相対賃金↑0.50

4,

5,男性労働力に比べ女性労働力は移動の仕方が大きい→労働比率高まる→長期的低下
　=一時的に移動できる
6,農業に対する産出比
　鉱工業/農業が8.7倍
7,NE 女性と(子供)労働参加率↑
　
南北農業において南部農業がいかに効率的であったか!

ヴィクトリア的女性像
　　　　　　　女王(1837-1901年)

男女領域の分離
女らしさの崇拝
Betty Friedam The Femimine Mystigue

　　　　女らしさの神話
敬虔さ　男性への従順　純潔　家庭的
"lady"上流階級からイデオロギー中・下階級へ
1888年　NY

消費者連盟。
売り子さんの実体を明らかにした。
売り子を人間的に扱うデパートからだけ買うことを推進=White List

労働条件を満たしているデパートのリスト
White Labelキャンペーン
　工場の労働条件を一定に満たしたものにのみラベルを貼ることができた
→児童労働しない、超過勤務がない、州法(労働規制法)を遵守する
女性労働者保護
子供の保護
成人男性労働者の保護は?

老齢年金?

疾病保険?

労働者災害保障法?

これらはヨーロッパに比べて遅れていた
母親と子供を守ることが国を守ることにつながる
大量失業
　女性の労働参加率が↑
　出生率↓
戦争(第二次世界大戦)

　銃後　軍需工場への女性労働が増える
女性のかなりの数は結婚したい…家を持ちたいと
7/16

英文を読むだけ(萎)

主に女性について
早婚であるとかどうとか。
女らしさの神話
賃金均等法
夏休みの課題ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

10/1(プリント五枚配布)

秋本　世界大恐慌　講談社選書メチェ
19世紀の南北戦争後の歴史
土地　
(1)普通の人の入植　
1862年(南北戦争真っ最中)

　ホームステッド法
自作農が入植(政府に土地をただでもらえる)

自由州と奴隷州
未定のテリトリに入植するのが自由州なら自由州、奴隷州なら奴隷州?

ゴールドラッシュ@カリフォルニア-奴隷州にはならないで自由州へ
P59@ホームステッド法
(2)鉄道(会社)

1862　鉄道法＠87

大陸横断鉄道
P139

1823　モンロー・ドクトリン
188?　門戸開放宣言　Open　Door

<入植過程>プリント
ヨーロッパ→アメリカへの移民が多い
砂漠→農地　乾燥地容法@P105-106

1897-1897

物価下落の時代
債務者にとって厳しい時代
P87

1863　国法銀行法
1913　連邦準備制度
ポピュリスト運動の時代・プリント
ポピュリズム-実体的根拠のない言説で大衆を扇動する政治のスタイル
指導者=扇動者
10/8

19世紀後半のキーワード
ポピュリズム
高利
金利
銀(貨)

鉄道
外日市場
銀貨-銀貨の自由、無制限鋳造
金銀比価=1:15,1:16(P113)

戦中では通貨が足りないので
グリーンバック(ドル紙幣)

戦費
1879年には事実上の金本位制
保管できる(プリントNo4)

農民に融資=欠陥もある
(p112)

共和党と民主党
南部では一党独裁的
P112

ブライアン-金銀複本位制を掲げ、ポピュリスト寄りの立場で選挙に挑むが破れる
1936年大統領選挙
鉄道(P118)

①産業連関効果
②開発促進効果
③輸送費の下落により食料その他の流通、販売額の増大効果
④全機構的なコントロール・システム
⑤独占化、競争制限の局面
⑥イギリスの支援
州法による規制により競争を秩序立てる
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

レポート
22日まで
世界大恐慌を読んで
平成不況への処方箋を書く
ワープロ1枚
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

10/15

プリント⑤枚目
南アフリカ金鉱産出↑
Tp115

世界的な物価上昇
ポピュリスト衰退。
1901年　アメリカ社会党
1905年　世界産業労働者同盟(IWW)

1905年　血の日曜日(第一次ロシア革命)

1917年　ボルシエウスキ革命
→世界の共産主義運動の分裂　共産党、社会党
1905-14年　農業と非農業部門の価格均衡(パリティ)の基準年次
　農業の黄金時代
生産者(労働者)に富を帰属させる→アメリカ社会党
1886年　AFC　葉巻工組合
　　　　　　　　　　　熟練工の取種別
異なる職場の同じ職種の人工を横断的に組織する
産業別組合
ある鉱山のすべての労働者を一括して組織する
移民の傾向的変化
出稼ぎ型　　←　　定着型
・単身　　　　　　　　・家族
・東南ヨーロッパ　 ・英語圏
・英語話さない　　 ・アメリカへの同化が早い
・新移民　　　　　　 ・旧移民
ヨーロッパの景気
アメリカの景気
P103

『遅れてきた青年』
　　　　　　　　　　　地域
ポピュリズム　 西武南部　　田舎　　大衆的(圧力団体)   　　1880-96　　
革新主義　　　東部中部　　都市　　エリート的(政経の中で設計)　　1890-1910

1920年代へ…。
競争型資本主義(ルール)→新しい競争秩序に合ったルールづくり
1901　USSteel

巨大企業やプール、トラストが発生
組織資本主義の時代
消費者(規模の経済による受益もある)

競争的企業　1911年　rule of reason(条理)

悪い集中がいけない。経営の集中(p128)

第一期　水平的合併
第二期　大合併
合併自体は反トラスト法で禁止されていない
ホワイトカラーの増大
専門職　店員労働者
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How to　get out of Heisei depression

貯金を動かす
魅力ある商品
投資資金の調達方式の改善
政治の改善→リーダーシップ
アジア圏の共同体(Free Trade Areaの拡大)

恒久減税
不良債権処理
新しい経済システムのビジョン
人の移動の自由化
雇用対策(ワークシェア)

年功序列システムの打破
累進課税の強化(税収ふやす)

食品、農産物を安全に
　消費者の観点-1930sに強化(AAA,NIRA)

消費拡大
アメリカ
地価、住宅価格が上昇。金利下がる。
1,000万円→2,000万円
差額の500万円くらいが消費にまわっている。
貯金☆
　銀行←消費者(預金者)の選別
　保険
　郵便貯金
　タンス預金
☆ペイオフの2年間延期
ペイオフをやっちゃっていい銀行に資金を上げる
郵便貯金☆
→財政投融資、政府系→公国、公社
国債
住宅投資、賃貸で(買っても値段下がるから)

株式
インフレターゲット
実需なき通貨供給
円安→輸出に有利
日本に輸出してくる開発途上国、輸入国には不利
国内需要…。
ホントにインフレになったら
→債務が減る、政府の財政赤字が減る
→民間セクターの負担大
貯金が目減り
☆10年以上続いたデフレで国負担増大したから仕方ないと考える
資産所有者の持分が減る
↑一理はある。
産業構造の転換(10年単位)

即効薬ではない
知識、情報、コンピューター、バイオ
製造業/サービス
投資資金の方向の転換
　日本への投資
法人税の減税
投資
　リスク分散
代用品開発
損して得とる
景気回復すれば税収は増える
減税して税収を増やす
tax payer

生活習慣病(糖尿病、高血圧)

医療費かさむと医療費破産まである=アメリカ
日本では不摂生者の分を健全な人が払うから医療費が赤字になる
=健康に生きるのは最低限の義務
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↓大恐慌の分析
J.K.Galvraith

Kindleberger(金融史)国際経済史
Harold James,The End of Globalitation:Lessons the Great Depression 2001

Peter Temin,Lessonsfrom the Great Depression

MIchal Bermstein.The Great Depression

侘美光彦,世界大恐慌,御茶ノ水書房
テミンの場合
第一次大戦=社会主義の誕生
金本位制の復活
・政策の失敗
・民主主義政治の普及→衆愚政治
19c末-第一次グローバリゼーションの時代
パスポート不要
1871-1914　3600万人が移動
移民の流入により高い経済成長
イギリスとアメリカの景気循環は逆相関
英国の成長率下がる→米への人の移動→米国成長率上がる→英国の輸出が増える→英国の景気回復
→米国への人の移動減る...

市場の連動、拡大→価格の平準化(財サービス、労働力、金利)

実質賃金の収束
-70%←移民、労働市場の統合
-30%←貿易
・コブデン(偉大な自由貿易支持者)

英仏自由貿易協定
グローバル化⇔ナショナリズムの台頭
1)→排外主義
2)制度としての国民国家の強化
⇔保護を求める
◎保護主義　アメリカ　ドイツ
→軍事的なものとの関連
小麦保護関税
1870s　輸送費下がる　小麦価格下がる
1887　英国　
商品登録法
◎所得再分配
輸出or人口流出
フランス　出生率
軍事的に基礎
ドイツ　カプリヴィ(「新航路」政策)

アメリカ　識字テスト(英語がわからない人は入れない)

中央銀行の創設、権限の強化
・世界標準としての金本位制
自由主義⇔保護主義
→革新主義
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☆金本位制のシステムの復習☆
・各国通貨は金○○グレインの価値を持つ、したがって各国通貨同士は固定的な関係を保つ
・貿易収支と各国財務省内の金準備とが密接な関係をもつ
前提:①貿易の最終的決済は各国間の金の移動を通して行う
②国内の通貨流通量は国庫の金準備の量に比例する
各国はなるべく貿易を大きな赤字にしないようにしたい。
貿易赤字の発生(輸入>輸出)→輸出>輸入を目指して政策→国内物価下げたり、賃金カット、リストラ、財務均衡
→輸出物価下がる→輸出が増える→貿易黒字
金の移動→主要国の外国為替を保有
金・外国為替の急減に対してどうするのか
①借金をする(主要国からの借款)

②自国通貨の切り下げ
国際金融センターは寛容でなくてはならない
他国から輸入を増やす
他国が危機の時は最後の貸し手になる
19c　
1870s～90s前半
世界的デフレーション
アメリカ、ドイツなどの世界市場参入
農産物、工業製品
人の移動
90s～1914年
インフレの時代
南アフリカで金産出増加
財政を軍需中心に切り替えるため
軍事費を増やす→金本位制の縛りがあるとインフレを起こすことができない
金と通貨のリンクを一時的にはずすことにより…。
インフレ化により知らない間に軍事費が増えてる
富の移動が起きる
東ヨーロッパ(ハンガリー)

オーストリア
ドイツ
→財政赤字が膨張
ドイツ(1924年金為替本位制)

再建金本位制に戻る(計画的?)

1920sの農産物市場
戦争によってこりてるので自給したい
自給への傾向(ヨーロッパ)

後発国の参入(→価格を下げる)

アメリカが高関税政策　1922　FC関税
=アメリカの物価を下げないための措置
消費(構造変化により頭打ち=着るもの→薄くなる、食べ物→穀物減る)

→在庫ふくらみ、価格は下がる
ゼロサム・ゲーム(六年間に渡り)

1930金本位制
↓
1936管理通貨制
↑国際的にはまだ金本位制
→1971年8月ニクソンショックで国際的に管理通貨制となる
☆グローバリゼーション拒否。
・マレーシアにより為替管理
国の経済を隔離したい
他国からの投資、資金援助が受けられない
格付けの低下=デフォールトの危険が増大
→新規融資が受けられない
ドイツ
敗戦国、ヴェルサイユ条約
1921年最初の賠償金
→支払い延滞から停止へ
ドイツ財政悪化!

1923　フランスのルール占領
国内経済はさらに悪化、物価ものすごい勢いで急騰
「全般的危機」
1920s　相対的安定期
1929　大恐慌
11/19(出席レポート)

最近の授業の疑問・質問
☆質問回答コーナー☆
金本位制離脱
はずされた通貨はフロートする(一時的な変動相場)

再固定(自国通貨の切り下げ)

1971年ニクソン新経済政策
ヨーロッパ,日本→ドル不足=外貨でモノが買えない
ヨーロッパ急成長→アメリカがドルに対する請求を満たすことができなくなる(ドル危機)

輸出振興、物価,賃金凍結。
金とドルのリンクをはずした
ついに変動相場制へ
・変動相場でいい国
・他通貨に固定的にリンク国
中国の通貨は過小評価1ドル=360円で固定されたのと同じ状況
日本の1920s

金本位制絶対視はない
金本位制に復帰=世界経済と協調=平和主義
1929.9

関東大震災
復興資金
1927.

金融恐慌(片岡大蔵大臣の失言)→高橋是清(不良債権処理)

1930.1

金解禁(浜口内閣)英米資本調達
他の国が金本位を持たないため萎縮財政でデフレ政策を余儀なくされる
1931.12

金輸出再禁止(犬養内閣)高橋是清
平時に初めて日銀による国債引き受け(日銀券で国債買う)

カンフル効果(お金が出回る)

農業救済、公共事業
→景気過熱によってクラウティング・アウトが発生(35-36年)するため
市中銀行苦しい。企業の資金調達面で苦しくなる
→軍拡予算を下げよう
1936.2.26

東京市にて高橋是清暗殺される。
円を安くしてインフレを起こす
「市場原理主義」
「インフレ・ターゲット」
「国債増発」...

長期的なサイクル
世界掲示的要因
制度疲労
短期的な株価対策
円を安くしてインフレを起こすとは?

130円-180円くらいにする
アジアが無茶苦茶になる
輸出産業は潤う
石油、材料、食料、輸入
じゃあどうしたらよいか?

1930年代と決定的に違うのは政府の大きさ
小さくするために民間へ="育成"

政府:市場経済がスムーズに動くための環境整備
フレームワークが必要、法律、インフラ(都市政策)

日本いいところ
国民皆保険
民間企業のあり方(株主も大事だけどそれ以上に従業員が大事)

「1940年」体制
貿易自由化
競争力ある産業=家電、鉄鋼
競争力ない産業=ブロック(障壁)を確実にして保護
問題だったのが70年代
オイルショック-物価が何倍
ガソリン高くなって、アメリカ人が日本の小さな車を買ってくれた
(ﾟдﾟ)ｳﾏｰ
1970s　
インフレと失業-スタグフレーション-

いわゆるフィリップスカーブ
インフレが対処できない
賃金物価凍結三ヶ月
所得政策　
賃金上げる→物価上がる
ガイドライン
1979　ボルカー
通貨供給量コントロール
インフレ抑制に成功!!

レーガンの減税(税率のフラット化)←供給サイドからの
税金の対象になる前に使う(社用族、交際量)

税金のがれが進む→減収
やる気を持っている人がやる気をなくす
70年代のものすごいインフレ
→インフレをどう扱うものか?

デフレが定着している=未知の領域
11/26(プリント@ワイマール)

大戦中のショックとは?

戦争のショック
社会主義のショック
大戦後はソ連は排除
ソ連-北風と太陽
・新経済政策(市場経済の復活)@太陽
・農業集団化+計画経済@北風
富農が逮捕されて収容所へ
貧農は味方、富農は敵として集団化
社会主義的原蓄
計画化planning

各国共産党…コミンテルン(ソ連)

社会民主党、社会党
コミンテルンの人民戦線戦術1935年ころ
→最大の敵はファシストである。
ファシスト(敵)に反対するあらゆる勢力を統合する。
実現したのがフランス
1936年　人民戦線政府
『民主主義』
全ブロック=金本位制
1920sドイツ(ドイツ革命で成立したワイマール共和国)

過激派(のちのドイツ共産党)は革命のプロセスで敗退
→スパルタクス団
残ったのは穏健派の社会民主党(多数派)、中央党(カトリック)、人民党
→与党となる
8時間労働制
労使協約(政府による強制仲裁制度を含む)

「春闘」日本
中央労働委員会
賃金上昇→コスト・プッシュ→生産性上昇の果実を吸収する
(プリント18ページ表2)

　　
政府の役割の拡大によって高コスト
インフレが一兆倍(P17)

インフレ=債務負担軽減、国債
通貨価値が激減する恐れ。。
賠償、財政赤字化を恐れない=(賠償が無理ってこをアピール)

1929-1940

アメリカでは上虜所得階級が富のシェアを減らした
ドーズ案-ドイツ経済再建を前提に賠償を払わせる
→アメリカを中心に民間資本(モルガン)が支援する■高金利
激しい下降移動を経験したか、経験中の人々
→ナチス党に投票
アメリカ農業
第一次大戦中　ヨーロッパの合料供給、衣服供給
→耕地拡大、機械購入
『債務者』
一番最初にナチス党が躍進した
シュレスウィヒ・ホルシュタイン酪農地帯
価格より供給に関心。
1928-29

30年代にドイツは道路建設に走る
1920-29住宅建設(戦争でやられているから)

1930s道路とモータリゼーション
大恐慌下では
輸入↓　輸出↑　物価↓がいい
12/3

急。
大恐慌とドイツの問題
インフレからの脱出→レンテンマルク
通貨の単位の切り替え
ドイツ=貿易を黒字化すると同時に外国から援助を仰ぐ
シャハト　経済省
→アメリカ:ストロング、イギリス:ノーマン
再投資のファンド
国内貯蓄
海外資金
1927-28年:転換点
海外資金の乏しい状況で賠償を払う
1930～
貿易黒字を充てる
→輸出↑、輸入↓
国内物価下げる=デフレ政策(ブリュニング政権)

プリントの内容ばっかり
物価下げないと。。。
独占型に近くなる
ブリュニングの意図的デフレ政策
景気循環+デフレ的経済政策=恐慌の深化と拡大
(アメリカではフーバー)

農産物価格
→世界市況(過剰生産)

→需要面-都市型生活
世界倉庫の拡大+大恐慌
東ドイツ=ユンカー経営(大農業)

酪農地帯のナチ化
ポリシーレジーム
P174

真性のデフレ
ケインズ効果
→物価下げると需要が上がり生産上がる(自立反転)

マンデル効果
→累積的デフレの直行
1932年　WTBプラン
「インフレ」的政策はダメ
通貨切り下げ
賠償・戦債モラトリアム(Hooverモラトリアム)

　　　　　　ブリュニング/ナチス
      　　　　　　デフレ/×インフレ(実際にはインフレなのにインフレだと言わなかった)

賃金物価切り下げ/公共事業による雇用創出
　　　　　賠償履行/賠償廃止
　　　　　対外協調/成長政策
ブリュニング32年5月まで
ナチス-パーペン32年5月-12月
ポリシーレジームの変化
ゼロ・サム型→コンセンサス型
33-35年　消費ブーム
12/17(プリント七枚配布)

ユーロについて…。
ECB-ヨーロッパ中央銀行
経済的に見たユーロとは?

財政政策は一緒にできない@税とか
金融政策は統一
1945-1973

黄金時代=高い成長率(投資率が高い。低い失業率。ほどほどの物価上昇)

賃金(=所得)増加
・貿易増加(GATT,…)

1973～1980s初　スタグフレーション
成長率↓,失業率↑,高い物価上昇率
賃金の伸びとまる。
1980s.サッチャー,レーガンの時代
ミッテランの路線転換→新自由主義の時代
1989～
ベルリンの壁崩壊,東ヨーロッパ社会主義体制の崩壊
工業化(産業革命)初期…繊維


中期…重工業


後期…サービス(IT,情報通信)

農業　大量生産,大量販売
1990s　グローバリゼーションの時代
広い定義
第一期:19c～20s初　帝国主義の時代
WWⅠ,(1920s)大恐慌,WWⅡ
グローバリゼーションの終わり
第二期:第2次大戦後
①マーシャル・プラン
→貿易の自由化
②資本の自由化
→資本市場,日本以外のアジア,

③変動相場制(1970s後半)

④冷戦の終わり
ヨーロッパ経済共同体
グローバリゼーションとはなんぞや?

狭義(1989年以降)

①商品サービス
②資本
③通貨
④労働力
⑤情報
これらが加速的に行き来。
1)セクターの集合概念(Old Economy-New Economy)
2)経済の新しい段階
New Economyは死んだ。→アメリカでITバブルが崩壊したから
多国籍企業(=グローバル化した企業
本社を決めるのはインフラ(低レント,情報-インターネット,Person to person)

ある企業がどこに立地するか?(直接投資)

ある投資家がどこに投資するか?(間接投資-ポートフォリオ投資)



A国

B国
税金(法人税)
30%

40%

企業負担
10000ドル
12000ドル
(従業員1人雇用に必要な諸経費=健康保険,年金)

賃金

1000ドル
1200ドル
↑ならば企業はA国を選ぶ
投資に対する税金は?金利は?

ポートフォリオ投資(投資家が選ぶ基準)

→税金,キャピタル・ゲイン課税,上場費用,取引費用,金利(=通貨価値と連動
福祉国家
→労働者一人当たり追加的雇用にとってコストが高い
→大きい政府(財政赤字)

物価上昇率
1)自由競争
2)私有財産の尊重,市場への平等なアクセス
3)小さい政府　課税,規制
4)市場の透明性=価格が需給によって決まる
グローバルな世界…政府
労働力(労働者)→労働条件が悪化するから
質-高度の熟練を必要とする職種が生まれる
→人間の新しい欲望を満たす
予想ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

第一次世界大戦後のアメリカとドイツの経済について論ぜよ。
1933-

ナチス政権→ハイパーインフレの後だったので通貨価値の安定を国民は望んだ
よって雇用の安定,つまりナチス政権の課題は『インフレなき雇用拡大』
ナチス初期
公共投資主導型で自動車,道路建設,住居の建設(→雇用もアップ!)がメイン
これにより消費支出の回復が見られた
ワイマール型の華々しい消費ブームは終わる?

アウトバーン事業が雇用を創出しはじめ,同時に自動車の普及を促進した
1934以降はヒトラー政権は再軍備のための軍用の車などを整備
35年までが消費のピーク
35年からは再軍備のための公共投資
36年以降は軍用トラックが増える?

38年からは個人消費支出が減少傾向になる
39年失業者がほとんどゼロに(道路建設などの公共投資により)

個人消費が減ってきた(逆に公共投資拡大
→インフレの防止を名目に取られた賃金凍結策は時間賃金レートの固定,実質週賃金の上昇傾向に結果した
労働者が社会補償基金が強制的生命保険,…可処分所得を減らされた
衣料品,などの消費財は質が劣化する一方で買う気がなかった(=ナチスが代用品を奨励…?

公共投資が初期の景気回復を導いた
民間企業においては賃金抑制策によるコストの削減をベースに当初,恐慌期に大幅に落ち込んだ,設備稼働率の増大を基本に,ゆっくりと回復プロセスに参画した。
政府による様々な企業投資優遇策や低金利政策が効果を現してくるにつれて,民間企業投資も活発化した。
1936年事実上の完全雇用により,物価,賃金の上昇圧力が?

経済の発展によりインフレは避けられないものになる
39年以降インフレ的財政は不可避。
ナチス型の景気回復は政府の公共投資への指示と結びついた消費ブームと共にはじまり,やがて再軍備と結びついた公共民間投資に牽引される経済成長に導いた。賃金のシェアの削減を伴ってはいるが完全雇用を達成,これがワイマール期とは正反対である。
ナチス体制により高い失業率を最初は雇用創出事業とモータリゼーションによって,次には再軍備によって対処することを通じて,その体制を高貯蓄,高投資,高蓄積の完全雇用体制へと逆転させることに成功したのである。
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